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１ 東南アジアの位置と主な国々
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カンボジア マレーシア

シンガポール
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２ 大地形

①

③

②

2004年12月26日 10メートルの津波
で250,000の死者がでたスマトラ沖大
津波を起こした巨大地震の震源(バン
ダアチェ)

スンダ海溝

フィリピン海溝

ユーラシアプレート

インド・オーストラリアプレート

フィリピン海
プレート









③

島嶼部

半島部

3 小地形

②

①

(1)主な山脈と河川
ベトナムで大乗仏教が栄えた要因

④

パトカイ山脈

アンナン山脈

エーヤワディー川

チャオプラヤ川 ⑤ メコン川



マラッカ海峡

(２) インドネシア周辺の島
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③

スマトラ

カリマンタン

ジャワ
スラウェシ

バリ ティモール



４ 多様な民族と文化からなる多文化社会

中国インド

中東

ヨーロッパ

日本

アメリカ

■古くから中国とインドを結ぶ交
通の要衝で,( )や( )
等の移民→中国,インドの影響

■10世紀以降、海上から訪れ
たイスラム商人
→ の影響

■16世紀以降、欧米列強による
進出 → の影響

■第２次大戦中の占領
→ の影響

華僑 印僑

(１)歴史的背景

中東

欧米

日本



(２)宗教分布

■ヒンドゥー教・仏教（←インド）

・ミャンマー・タイ・カンボジア・ラオス…インドからの上座仏教

・ ･･･････………中国からの大乗仏教

・ 島（インドネシア）…ヒンドゥー教

ベトナム

バリ



■イスラム教（←イスラム商人）

・ （世界で最もイスラム教徒多い国）

・マレーシア・ブルネイ

・ 島のモロ族（フィリピン南部）→独立運動あり

インドネシア

ミンダナオ



■キリスト教（←ヨーロッパ）

・ （カトリック）・東ティモール（カトリック）フィリピン

スペインの影響 ポルトガルの影響



(３)複雑な民族関係

「多民族国家の形成」を課題にしている国が多い

①マレーシア：［ ］語（マレー人（６））（公用語）
中国語（華僑・華人（３））・タミル語（インド人（１））

■約６０％のマレー人を優遇する「［ ］政策

マレー

ブミプトラ
ブミプトラ人



［ ］語（国語）・［ ］語・［ ］語・［ ］語の
４つを公用語とする

②シンガポール（1965年マレーシアから分離独立）

■［ ］が人口の７０％だが・・・・華僑

中国 マレー 英 タミル



③フィリピン

■南部の( 族)（イスラム教徒）の独立運動をかかえるモロ

ミンダナオ島



５ 農業
(１)背景となる気候環境

Aw気候 Am気候

Af気候

■赤道付近・・年中多雨で,スコールの降る( 気候)
■周辺・・・・( )の影響を受ける( 気候)

Af
モンスーン Am,Aw



②( )の三角州や,山間地の( )で( )

①山間地・・森林地域での( )焼畑

棚田

(２) 農業地域

■タイ… 流域（世界一の米の輸出国）
■インドネシアの( ）,
フィリピンの( )の棚田が有名

チャオプラヤ川
ジャワ島・バリ島
ルソン島

Aw・Am 稲作

②海岸付近で( )

■マレーシア… → 生産
（イギリス資本中心）

■フィリピン…ミンダナオ島の （日米資本）

■インドネシア… 、天然ゴム、油やし

天然ゴム 油やし

バナナ

プランテーション

コーヒー

Af

Af

気候に対応した農業が実施



（３）とくに稲作農業で,1960年代以降,( )の導入
で生産性が著しく向上する。・・・・・ 緑の革命

■灌漑・排水施設の整備
■農業機械の導入
■化学肥料・農薬の投入など

高収量品種

経済格差の拡大



６ 東南アジアの林業

(１)1960年代～日本向けの木材伐採（丸太）盛ん

(2)1980年代～林業日本向け丸太の

■ラワン材やチーク材の伐採

樹種が多いため森林全体を伐採( 方式)皆伐

輸出規制



７ 工業

（1）1967年東南アジア諸国連合( )を結成する中で,
原加盟国を中心に工業化

■原加盟国:

ASEAN

マレーシア・シンガポール・フィリピン
タイ・インドネシア



①シンガポール・・・東南アジア最大の工業地域へ

→［ ］工業地域中心（アジアＮＩＥＳへ）ジュロン

(２) 1980年代以降,
外資の導入により［ ］代替型工業化

→［ ］指向型工業化
輸入

輸出





②マレーシア・インドネシア・フィリピン・タイ

※マレーシアでは［ ］政策

・・・外国企業の誘致→１９９０年代から急速な工業化

石油・天然ガス生産、電気・電子分野が発展

ルック=イースト

・・・日本の集団主義と勤労倫理を学べという政策



■農村と都市との 拡大
■バンコクやクアラルンプールなどで 発生
（交通渋滞、スラム化など）

８ 近年の動向

(１)生活水準の向上

■ の発展（豊富な品揃え）
■ の急増(バイクから・・・)
■ の整備（高速道路・地下鉄）
■ の普及（冷蔵庫・電子レンジ）
■ の進展（衛星放送・携帯電話・インターネット）

都市問題

★中国、インドに隣接する地域として大きな可能性を期待
（→２０億人市場）

ショッピング街
自動車

都市交通機関

耐久消費財
情報化

所得格差

（２）課題

←ODAによる


